


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（21）同条の仏文は、 “Seront punis de la peine des travaux forcés à temps, ceux qui, 
sans ordre des autorités constituées et hors les cas où la loi ordonne de saisir 
















は、 détenu 及び séquestré の二語であると考えられる。ボアソナードの著作を翻訳
した文献では、監禁の横に「セケストラシオン」とルビが振ってある場合があり、



















































































（74）小疇伝『日本刑法論各論』（清水書店、1905年）657頁。Liszt, Lehrbuch des 
deutschen strafrechts, 9. Aufl., Berlin 1899. S. 342.
（75）なお、 小疇の見解には 「一定の場所」 という文言が登場するが、 これはリストの
„Festhaltung in einem umschlosssenen Räume“ という記述に対応している。こ
の翻訳が後の議論における 「一定の場所」 に転じたと考えるのは少々早計であろう。
逮捕監禁概念の史的展開（藤井）　439
（76）§239. Wer vorsätzlich und widerrechtlich einen Menschen einsperrt oder 































440　早稲田法学会誌第69巻 2 号（2019） 逮捕監禁概念の史的展開（藤井）　441
（94）内田文昭＝山火正則＝吉井蒼生夫編著『刑法〔明治40年〕（ 1 ） -Ⅱ　日本立法
資料全集20- 2 』（信山社、2009年）185-186頁。〔以下、「内田ほか『全集20- 2 』」
として引用する。〕
（95）内田ほか『全集20- 2 』・前掲注（94） 5 頁〔吉井〕。
（96）内田文昭＝山火正則＝吉井蒼生夫編著『刑法〔明治40年〕（ 1 ） -Ⅲ　日本立法
















井蒼生夫編著『刑法〔明治40年〕（ 3 ） -Ⅰ　日本立法資料全集21』（信山社、1993
年） 5 頁〔吉井蒼生夫〕。〔以下、「内田ほか『全集22』」として引用する。〕
（108）内田ほか『全集21』・前掲注（98）11-12頁〔吉井〕、内田ほか『全集22』・前掲
注（107） 7 頁〔吉井〕。
（109）内田ほか『全集22』・前掲注（107）56頁
（110）内田文昭＝山火正則＝吉井蒼生夫編著『刑法〔明治40年〕（ 4 ）　日本立法資料
全集24』（信山社、1995年）54頁。
（111）内田文昭＝山火正則＝吉井蒼生夫編著『刑法〔明治40年〕（ 5 ）　日本立法資料
全集25』（信山社、1995年）344頁。〔以下、「内田ほか『全集25』」として引用する。〕
（112）内田ほか『全集25』・前掲注（111）432頁。
（113）なお、この時存在していた220条 2 項の尊属重罰規定は、1995年の刑法改正で
逮捕監禁概念の史的展開（藤井）　441
尊属殺人罪などとともに削除された。
（114）当時のドイツ刑法の結果的加重犯規定について、フランス刑法典の影響を指摘
するものとして、森井暲「結果的加重犯」法学論叢（京都大学）69巻 2 号（1961
年）81頁。
（115）佐伯千仭＝小林好伸「刑法学史」『日本近代法発達史11』（勁草書房、1967
年）237頁。
（116）西原春夫「刑法制定史にあらわれた明治維新の性絡」『刑事法研究 第二巻』（成
文堂、1967年）240頁は、現行刑法の制定過程全体についても、「全体としてみる
と、現行刑法の規定の大部分は旧刑法の規定の改善されたものであり、それにくら
べると、ドイツ刑法から直接導入された規定は、わずかのパーセンテージを占める
にすぎ」ず、「現行刑法の制定はその本質において旧刑法の改善であり、ただその
過程においてドイツ刑法が参考とされたにすぎない」として、ドイツ法への転化と
いう分析そのものに疑問を投げかける。中森喜彦「二項犯罪小論 1 その由来を中心
に　」法学論叢九四巻五・六号二二五頁は、二項詐欺に関して、村井敏邦「公務執
行妨害罪の研究」一橋大学研究年報法学研究10巻261頁は、公務執行妨害罪に関し
て、それぞれ西原の見解に賛成している。
（117）現行刑法下の議論においても、明治期から昭和初期にかけては、逮捕の説明と
して「制縛」の語が用いられるケースが複数存在する。大場茂馬『刑法各論上巻』
（日本大学、1909年）202頁、島田武夫『刑法概論（各論）』（有斐閣、1934年）194
頁など。これらの記述はいずれも逮捕概念の典型例として制縛を紹介しつつ、それ
以外にも逮捕に当たる事例を紹介する形を取っている。
